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業から，日本を代表する大企業まで，多種多様な企業が
ITER建設において重要な役割を果たしてきた．企業の貢
献はこれらの銘板に刻まれたものだけにとどまらず，さ
らに多くの日本企業が ITERに関与し，高度な技術提供を
行っている．この成果は，日本の技術力と信頼が世界規模
で評価されている証といえる．
この「産業の壁」を通して，ITERプロジェクトがいか
に多国間で協力し，複雑かつ前例のない技術課題を乗り越
えているかが具体的に感じられる．廊下を歩くと，企業名
や専門分野を目にするだけでなく，世界各国の文化や技術
力が交わるツアーを体感できる．ITERプロジェクトは，
核融合研究における技術進展を象徴するとともに，核融合
分野の未来を切り開くための供給チェーンの構築でも大き
な役割を果たしている．日本を含む参加国の企業が示す技
術の可能性は，今後の核融合プロジェクトや新市場への展
開にも期待される．これからも，ITERを通じた国際協力
の輪が広がることを願っている．

3 ．ITER職員募集セミナー開催報告
2024年12月 6 日，ITER機構職員募集セミナーをオンラ
イン形式で開催した．登壇者は ITER機構で活躍する大前
敬祥首席戦略官と，多様性，公正性，包括性（DEI）の推
進を担う武田智之氏である（図 3）．
大前氏は人類にとっての核融合のインパクト，ITERの
ミッション，プロジェクトの最新の進捗状況，核融合が世
界のエネルギー問題解決のみならず産業の高度化や新市場
の創出に果たす役割などについて説明し参加者に強い印象
を与えた．
続いて，武田氏が ITER機構が進めるDEIの取り組みを
解説した．ITERが多様性を尊重し，すべての職員が最大
限の能力を熱意を持って発揮できる環境をどのように構築
しているのか，その具体例を挙げながら説明した．DEIを
推進した経験に基づく話は説得力があり，特に海外で働く
ことに不安を抱える参加者にとって大きな励みとなった．
質疑応答のセッションでは，プロジェクトの進捗から応
募へのアドバイスなど，幅の広い質問が多く寄せられた．
大前氏と武田氏はそれぞれの質問に丁寧に答え，参加者に
とって有益な情報となった．

今回のセミナーには111名が参加し，終了後のアンケー
トでは，「非常に満足」「満足」との回答が全体の96％を
占め，参加者からは「応募へのモーティベーションが上
がった」，「多くの質問に的確に深く答えていただいた」と
いった感想が寄せられた．一方で，より技術的な情報提供
を求める声など，今後の改善に向けた貴重な意見として参
考にする予定である．
このセミナーは，日本国内機関が ITERへの応募支援活
動の一環として継続的に実施している．現地職員の生の声
を直接聞く機会は，参加者にとってプロジェクトをより
身近に感じる契機となる．今後もこうした取り組みを通じ
て，より多くの日本人が ITERに挑戦し，新たなキャリア
を築くきっかけを提供していきたいと考えている．

4 ．ITER機構インターンシップ公募のご案内
2025年 ITER機構インターンシッププログラムへの参加
者募集が 1月初めから開始された．このプログラムは，大
学や大学院で学ぶ学生が国際的な科学技術の最前線で経験
を積む貴重な機会を提供する．異文化が交わる多国籍な環
境で，これまでの学びを実践に活かし，核融合エネルギー
の研究開発に直接携わることができる．ITER機構では，
幅広い分野でのインターンシップを提供しており，学生の
専門性や興味に応じたプログラムが用意されている．これ
により，核融合分野への理解を深めるだけでなく，将来の
キャリア形成にもつながる．
また，ITER日本国内機関では，応募を希望する学生に
向けた支援を行っている．応募に向けたアドバイスや応募
書類の添削，面談に向けたトレーニングなど，さまざまな
サポートを提供しているため，不安なく挑戦することが可
能だ．
2025年度は昨年に比べ，手当が増額される予定だ．経
済的な支援が拡充されたことで，これまで以上に参加しや
すくなっている．具体的な応募期間やプログラムの詳細は
以下を参照．
詳細情報：ITER日本国内機関ページ「ITER機構イン
ターンシッププログラムのご案内」（https://www.fusion.
qst.go.jp/ITER/staff/internship_program.html）
応募期間（※日程は変更される可能性あり）
•	第一弾：2025年 1 月 6 日（月）〜2025年 2 月28日（金）

図 3　オンラインセミナーの様子（左　武田智之氏、右上　大前
敬祥首席戦略官）．

図 4　　ITER日本国内機関Webページ「ITER機構インターン
シッププログラムのご案内」より．

https://www.fusion.qst.go.jp/ITER/staff/internship_program.html
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合展であり，太陽光発電やバイオマス発電などの再生可能
エネルギー技術が展示されるイベントである．そのイベン
トの特別企画として「FUSION POWER WORLD－核融
合発電ワールド－」エリアが設けられ，核融合エネルギー
関連の製品や技術等を有する企業やスタートアップ企業な
ど，約30社が展示ブースを出展した．会場には 3 日間で
約15,000名が来場した．

SMART ENERGY WEEKは様々なエネルギー分野が集
結する展示会ということもあり，来場者の大部分は核融合
業界以外のお客様であった．したがって，ITER日本国内
機関のブースにも様々な業界の方々が約450名訪れ，核融
合エネルギーをご存じない方も多くいらっしゃり，ITER
プロジェクトの概要や進捗状況，ITERの調達機器の製作
に携わる企業などご質問をいただいた．
また，会期初日には出展社によるプレゼンテーションを
行い，ITER，JT-60SA，原型炉の現状や展望を紹介した
（図 7）．プレゼンテーションは100名以上の方にご聴講い
ただいたことにより，量子科学技術研究開発機構が取り組
む研究開発の認知度向上にも繋げることができた．プレゼ
ンテーション後は聴講者からの質問や議論等が続き，核融
合エネルギーの注目の高さが伺えた．
今回の出展では多くの来場者と直接触れ，核融合研究に
対する関心を高めることができ，非常に有益な経験となっ
た．今後もこのようなイベントに出展し，最先端のエネル
ギーや技術を紹介していきたい．
� （量子科学技術研究開発機構　量子エネルギー分野)

•	 第二弾：2025年 2 月 1 日（土）〜2025年 3 月30日（日）
不明な点があれば，日本国内機関窓口まで気軽に問い合
わせてほしい．また，周囲に興味を持ちそうな人がいれば
ぜひ情報を共有してほしい．国際舞台での実践的な経験を
通じて，核融合エネルギーの未来を共に築く，多くの応募
を待っている．

5 ．�SMART ENERGY WEEK 関西内FUSION POWER 
WORLD－核融合発電ワールド－への出展

2024年11月20～22日にSMART ENERGY WEEK関西
内で開催されたFUSION POWER WORLD－核融合発電
ワールド－に出展した．（図 5，6）

SMART ENERGY WEEKは世界最大級のエネルギー総

図 5　会場入口．

図 6　出店ブース． 図 7　出展社プレゼンテーションの様子．




